
高度催吐性リスクの注射抗がん薬に対する制吐療法
1日目

（抗がん剤投与前）
2日目 3日目 4日目

125mg 80mg 80mg

グラニセトロン点滴静注

デキサメタゾン

オルガドロン注 デカドロン錠 デカドロン錠 デカドロン錠

オランザピン錠

中等度催吐性リスクの注射抗がん薬に対する制吐療法
1日目

（抗がん剤投与前）
2日目 3日目 4日目

グラニセトロン点滴静注

デキサメタゾン

オルガドロン注 デカドロン錠 デカドロン錠

※場合によっては中度催吐性リスクでもアプレピタント、ホスネツピタントの使用あり

軽度催吐性リスクの注射抗がん薬に対する制吐療法
1日目

（抗がん剤投与前）
2日目 3日目 4日目

デキサメタゾン

オルガドロン注

最小度催吐性リスクの注射抗がん薬に対する制吐療法
　通常、予防的な制吐療法は行っていない

参考資料：制吐薬適正使用ガイドライン　2023年10月改定　第3版

アプレピタントカプセル（3日分）
あるいは

ホスネツピタント点滴静注

※オランザピンは糖尿病患者に禁忌、臨床試験では75歳以上の後期高齢者における
　 使用実績がないため、全患者ではなく必要な患者にのみ追加

※5HT3受容体拮抗薬としてパロノセトロンを使用する場合には、2～3日目のデキサメタゾンは
　 省略可能


